
第４号様式（第９条関係）

年 4 月 3 日

日進市議会議長 　宛て

議員名

年度政務活動費収支報告について

日進市議会政務活動費の交付に関する条例第９条第１項に基づき、別紙のとおり

令和8

令和7

舟橋　よしえ

令和7年度政務活動費収支報告書を提出します。



令和7年度政務活動費収支報告書

議員名

　　政務活動費 円

円

（単位：円）

円

１　収　　入

舟橋　よしえ

-354

150,354

150,000

備　　　考項　　　目

115,210

0

金　　　額

３　残　　額

豊田市（5/20）、袋井市
（9/30）、武蔵野市（10/30）へ
の行政視察

全国フェミニスト議員連盟サ
マーセミナー参加費交通費、全
国都市問題会議参加費交通費

調査研究費

研　修　費

広　報　費

27,185

２　支　　出

広　聴　費 4,329
会派主催の意見交換会（6/29、
9/20、12/6、3/20）会場費設備
使用料

合　　　計

0

0

0

3,630

150,354

書籍「基礎から応用までしっか
りわかる都市計画法の教科書」

要請・陳情活動費

会　議　費

資料作成費

資料購入費



参考　第１号様式

議員氏名

令和7年度政務活動費に係る事業実績報告書を次のとおり提出します。

R7年5月20日 豊田市行政視察 「調査視察地等の報告書」のとおり
（重層的支援体制推進事業と居住支援事業について）

R7年9月30日 袋井市行政視察 「調査視察地等の報告書」のとおり
（日本一の学校給食について）

R7年10月30日 武蔵野市行政視察 「調査視察地等の報告書」のとおり
（オーガニック給食を48年前から提供する武蔵野市学校給食について）

R7年8月7日 全国フェミニスト 「調査視察地等の報告書」のとおり
～8月8日 議員連盟2025in松山

参加

R7年10月8日 第87回全国都市問題 「調査視察地等の報告書」のとおり
～10月10日 会議に参加

R7年6月29日 会派議会報告＆ １会　場　日進市民会館大会議室　　
　市民との懇談会 ２参加者　15人（このうちZoom参加3人）

３概　要　臨時議会の報告、6月議会の上程議案
並びに請願について説明し、意見交換を行った。

R7年9月20日 会派議会報告＆ １会　場　日進市民会館大会議室　
市民との懇談会 2 参加者　14人（このうちZoom参加2人）

3 概　要　9月議会の議案について説明し、市民の　
皆さんと意見交換を行った。

R7年12月6日 会派議会報告＆ １会　場　　日進市民会館大会議室
市民との懇談会 ２参加者 12人（このうちZoom参加5人）

３概　要 12月議会の上程議案及び請願について
説明し、市民の皆さんと意見交換を行った。

R8年3月20日 会派議会報告＆ １会　場　 日進市民会館大会議室
市民との懇談会 ２参加者 13人（このうちZoom参加2人）

３概　要 3月議会の上程議案について説明し、
特にR8年度予算案を中心に意見交換を行った。

R7年5月23日 書籍1冊を購入研究 都市計画審議会委員を務めることから「基礎から
応用までしっかりわかる都市計画法の教科書」に
より、都市計画の基本を学び直した。

政務活動事業実績報告書

舟橋　よしえ

年　月　日 事 業 名 事 業 概 要 及 び 成 果 等

（注）使途基準の項目別に記載すること。



調査視察地等の報告書 

  令和 ７年 ６月 ２７日  
 

 日進市議会議長 福安 淳也 様 

 

                    

議 員 名  舟橋 よしえ           

                    

実施年月日 

       ５月 ２０日から 

              １日間 

       ５月 ２０日まで 

行き先 

  豐田市役所 

   

目的 

 豊田市における「重層的支援体制推進事業」と「居住支援事業」について、 

調査視察する。 

 

 

報告事項 

  豊田市では重層的支援体制推進事業が進んでいると聞いていたので、今回の 

 視察により、それが総合計画に位置付けられ、総合計画に基づいて組織改編も 

行われ、全市で取り組んでいるからこそ進んでいるのだと感じた。 

 さらに驚いたのは、公的なサービスやその人に合う社会資源がない場合には 

「とよた多世代参加支援プロジェクト」がその人に合った支援を作り出すこと 

まで行っているのに、とても驚き、取り組み方次第で、さまざまな事業者も巻 

きこんで事業を行うことができるのだと知らされた。豊かな発想で、誰もが住 

みやすいまちづくりのために、市と社協と市民と事業者が一体になって動く豊 

田市はとても魅力的であると感じた。加えて、地域づくり事業に、市が多くの 

予算を割いていることにも感銘を受けた。日進市においても、この地域づくり 

の取り組みを取り入れることができないか、さらに研究したいと思った。 

居住支援事業については、日進市では居住支援法人に任せているようなとこ 

ろがあると感じているが、豊田市の居住支援協議会の状況を具体的にお聞きす 

ることが出来たのは非常に参考になった。一人暮らしの高齢者が、日進市でも 

大きく増加することが見込まれるので、居住支援施策は待ったなしで進めなけ 

ればならないところである。協議会を今年度中にはスタートさせる見込みと聞 

いているが、そのメンバー選定が重要であり、市民建設委員として所管事項で 

もあるので、今回の学びをしっかりと今後に生かしていきたいと思っている。 

 ※別添資料・豊田市 2 会派合同視察報告 20250520 



調査視察地等の報告書 

  令和 ７年 １０月 ３０日  
 

 日進市議会議長 福安 淳也 様 

 

                    

議 員 名  舟橋 よしえ           

                    

実施年月日 

       ９月 ３０日から 

              １日間 

       ９月 ３０日まで 

行き先 

  袋井市中部学校給食センター 

 （静岡県袋井市豊沢 2289-2） 

目的 

「日本一の学校給食」と自負される袋井市の学校給食について、アクション

プランに基づく具体的な取り組みの調査及び給食の試食させていただく 

 

報告事項 

 会派政策研究グループ「未来ネット」の３名で、袋井市の中部学校給食センタ

ーへ、何をもって日本一の学校給食と自負されているのかを確かめたい思いで伺

った。徹底した衛生管理のもとで、食物アレルギー対応については本当に驚くほ

どきめ細かな個別対応をされており、それを可能にするハード・ソフト両面の充

実ぶりは目を見張るものがあった。また、実際に、この日の給食を試食させてい

ただいたが、とても美味しく非常に満足する内容であった。児童生徒だけでなく

先生からも美味しいと言われていると説明を受けたが、実感を持って納得するこ

とができた。 

 袋井市は、「活力と創造で未来を先取る 日本一健康文化都市」をまちの将来都

市像に掲げ、まちづくりの基本目標を「心と体の健康」「都市と自然の健康」「地

域と社会の健康」と定めておられ、この中の心と体の健康について、学校給食が

子どもたちの健康に大きく関わってくることを認識し、積極的な取り組みに繋が

っているのだと感じた。これからのまちづくりに「健康」は外すことのできない

重要な観点であり、「健やかにっしん宣言」をしている本市においても同様であ

る。学校給食をどのように捉えるかは、健康施策に大きく関わってくると考える

べきであり、学校給食費に一般財源をどれだけ充てるのかということにも当然関

係してくることである。袋井市は、賄材料費を除いた費用（人件費及び調理と配

送に係る費用）が本市より食数が 900 食少ないにもかかわらず、日進市の約 2 倍

の金額とお聞きし、他市の事例も調査するなど、適切な金額はどのようかを調査

研究する必要性を感じた。 

 ※別添資料：袋井市中部学校給食センター行政視察記録 

 



調査視察地等の報告書 

  令和 ７年 １１月 ３０日  
 

 日進市議会議長 福安 淳也 様 

 

                    

議 員 名  舟橋 よしえ           

                    

実施年月日 

       １０月 ３０日から 

              １日間 

       １０月 ３０日まで 

行き先 

  武蔵野市立学校給食桜堤調理場 

 （東京都武蔵野市桜堤 1-7-23） 

目的 

オーガニック給食の先駆けとして、1978 年からオーガニック給食を提供し続

けている武蔵野市の学校給食の取り組みについて調査する。 

また、給食の実際に試食させていただく。 

 

報告事項 

 オーガニック給食の先駆けとして全国的に有名になった武蔵野市の学校給食

であるが、担当職員の方が最初に言われたことに正直言って驚いた。それは、「オ

ーガニック給食を目指したわけではない。成長期の子どもたちに食を提供すると

いう点から、安全性への配慮と質の良さを早くから求め続けた結果、今のように

なっただけである。」とさらりと言われたのである。それを実現できたのは、農家

の皆さんの協力があり、また保護者の意識の高さ、さらに武蔵野市ならではの市

民自治によるものが大きいと感じた。 

 日進市において、オーガニック給食を実施するためには、農家の協力が不可欠

であり、簡単には実施できないことは理解するところであるが、一年のうち一日

だけでも、一品だけでも実施できないかをさらに研究する余地はまだあるように

感じた。また、学校給食に対する考え方についても、改めて高い意識を持つこと

の必要性も感じた。 

 現在は、５つの小学校での自校調理と２つの調理場でセンター方式の学校給食

を実施している武蔵野市であるが、今後、小学校建て替えの折には自校調理に切

り換えることがすでに決まっているとお聞きした（中学校はセンター調理を継

続）。折しも、日進市では西小学校の建て替えを行うが、自校調理については要望

しても実現が難しい様相である。武蔵野市のように建て替えに合わせて自校調理

とする自治体があることを知り、まだまだ先進地の研究は行うべきではないかと

感じた。 

 11 議会から 13 人の議員が参加するという珍しい形の視察であったが、意見交

換もでき大変有意義であった。 

 ※別添資料：武蔵野市立学校給食桜堤調理場行政視察記録 



調査視察地等の報告書 

  令和 ７年 ９月 ８日  
 

 日進市議会議長 福安 淳也 様 

 

                    

議 員 名  舟橋 よしえ           

                    

実施年月日 

       ８月 ７日から 

              ２日間 

       ８月 ８日まで 

行き先 

  レクザムホール 

 （香川県高松市玉藻町 9-10） 

目的 

 全国フェミニスト議員連盟サマーセミナー2025in 香川「多様性がつなぐ未来

～分断を越えるわたしたちのチカラ～」を受講 

 

報告事項 

 最初に、朝日新聞論説委員の高橋純子さんから「情報の海に迷わないために～

多様性とメディアリテラシーの接点～」と題した基調講演を聞いた。高橋さんは、

現在も紙面でお名前を見かける方だが、記事からはわからなかった高橋さんの

「想い」を講演を通して知ることができた。特に印象に残ったのは、「本来、政治

というものは議論をして、自分の意見と違う意見を聞き、１＋１から第三の道と

かの妥協点を見つけ合う、それが議会政治というものだ。」「民主主義は単純な多

数決ではなく、その前には議論があって、そのプロセスこそが民主主義である。」

と語られたこと。政治部に入って、総理番にもなって、様々なジェンダーを感じ

てこられた中で実体験をもとにした話は大変興味深く聞くことができた。 

 その後、高橋さんも交えたパネルディスカッション「議員活動とメディア」に

移り、北九州市議会議員の村上さと子さんと河南町議会議員佐々木きえさんから

ご自身が受けてこられたＳＮＳでの誹謗中傷にどう向き合い、闘ってきたか、ご

自身の情報発信当についての報告を聞いた。今回のような共有の場、仲間の存在

など、女性議員のネットワークの必要性を確認することができた。 

 翌日の分科会は、「選択的夫婦別姓と同性婚」に参加した。弁護士の佐藤倫子さ

んを講師に、ご自身が経験してきた旧姓使用の不便さ、日常的なストレスの他、

日弁連選択的夫婦別姓制度法制化のためのＷＧ事務局長としての活動について

もお話いただいた。先の国会での参考人意見陳述には随行され、その時の様子に

ついてもお話を聞くことができた。同性婚の法制化に向けては、「マリフォー国会

メーター」を紹介いただき、私自身が同性婚についてもっと知識を深めることが

必要だと感じた。 

二日間、多くの元気な女性議員と交流もでき、大変有意義なセミナーであった。 

 ※別添資料：全国フェミニスト議員連盟 2025in 香川 受講記録 



調査視察地等の報告書 

  令和 ７年 １１月 １１日  
 

 日進市議会議長 福安 淳也 様 

 

                    

議 員 名  舟橋 よしえ           

                    

実施年月日 

       １０月 ８日から 

              ３日間 

       １０月 １０日まで 

行き先 

 ライトキューブ宇都宮  

（栃木県宇都宮市宮みらい１‐２０） 

目的 

 第 87 回全国都市問題会議に参加 

 （開会式に間に合うために、前日夜から宿泊。10/8 は宿泊のみ） 

 

報告事項 

 「成熟社会のかたち～コンパクトで持続可能なまちづくり～」をテーマに、二

日間に渡る全国都市問題会議に今年度も参加した。今回の内容は、現在策定中の

日進市立地適正化計画の参考になる話も多く聞くことができ、都市計画審議会委

員の私としては、大変有意義なものであった。 

 一日目は開会式に続いて、広井良典京大名誉教授の基調講演からスタートし

た。広井教授は、日本の未来は都市集中型でなく地方分散型の方が持続可能であ

るとＡＩが示したことを紹介され、コミュニティ空間を重視したウエルビーイン

グな地域づくりを提言された。 

 続いての主報告では、佐藤栄一宇都宮市長から、宇都宮市で実践している都市

の構造改革についてお話を伺った。市内を走るＬＲＴライトラインが大きな話題

となっているが、私は高齢者が自治会をやめないように会費の 1/2 を市が持つこ

とで自治会の加入率を維持し、共生社会の中心に自治会を据える宇都宮市の積極

姿勢に刺激を受けた。 

 その後、一般報告として、縮充発想の公共施設マネジメントについてを南学氏

から、高松丸亀町商店街の再生を始めとする高松市のまちづくりについてを大西

秀人高松市長から、次世代交通とコンパクトなまちづくりについてを森本章倫氏

から、それぞれお聞きした。 

 二日目は、パネルディスカッションにより、多角的に今回のテーマについて学

びを深めた。二日目の午後は、ライトラインについてより学ぶための行政視察Ａ

コースに参加し、実際に乗車もすることができた。 

成熟社会には、「地域」「地域住民」が重要になると再認識することができた。 

 ※別添資料：第 87 回全国都市問題会議参加記録 



参考　第３号様式（第１３条関係）

ＮＯ１

議員氏名 舟橋　よしえ

調査研究費 参考第2号様式

6,760 96,005 8調査研究費

市民との懇談会会場費マイク
代（9/20分）

996 102,765 7

科　目

広聴費

調査研究費

資料購入費

研修費

研修費

研修費

150,000 150,354 -354

市民との懇談会プロジェク
ター代

344 642

都市問題会議参加費 13,000 11,834

都市問題会議交通費 23,140 42,911

市民との懇談会会場費マイク
代（3/20分）

996 -354 18広聴費

17広聴費

武蔵野市視察手土産代 648 986 16調査研究費

都市問題会議行政視察参加費 10,200 1,634 15研修費

14研修費

市民との懇談会会場費マイク
代（12/6分）

997 24,834 13広聴費

武蔵野市視察交通費 17,080 25,831 12調査研究費

11研修費

袋井市視察手土産代 694 67,311 10調査研究費

都市問題会議宿泊費 28,000 68,005 9研修費

袋井市視察交通費
（名鉄バス）

630 66,051 調査研究費 参考第2号様式

袋井市視察交通費
（名鉄バス）

630 66,681

フェミ議サマーセミナー交通費 20,610 124,021 4

書籍「基礎から応用まで

しっかりわかる都市計画法

の教科書」購入
3,630 144,631 3

豊田市視察手土産代 743 148,261 2

150,000

市民との懇談会会場費マイク
代（6/29分）

996 149,004 1

R7.10.26

R7.12.6

R8.1.10

R7.8.12

R7.9.23

R7.9.25

R7.9.26

R7.9.30

R7.9.30

R7.9.30

R7.9.30

令和7年度政務活動費会計帳簿

（単位：円）

合　計

R7.4.18

R7.4.５

R7.5.19

R7.5.21

R7.7.22

R7.8.7

R7.8.7

年月日 摘　　　要

フェミ議サマーセミナー宿泊費

袋井市視察交通費

収　入 支　出 残　高
 領 収 書
 番 号

150,000

R7.10.7

R7.10.9

R7.10.14

令和7年度交付分

R7.8.7
フェミ議サマーセミナー
交通費（名鉄バス） 630 123,391 研修費 参考第2号様式

広聴費

14,000 104,391 6

フェミ議サマーセミナー参加費 5,000 118,391 5

R7.8.8
フェミ議サマーセミナー
交通費（名鉄バス） 630 103,761 研修費 参考第2号様式



参考　第６号様式

旅費精算内訳書

年 8 月 7 日 ～ 年 8 月 8 日 （ 1 泊 2 日 ）

交 通 費 内 訳

注）JRの乗車券及び特急券については行きも帰りも割引を適用しました。

円

円

円

円

円

※　種別は、飛行機、ＪＲ、鉄道、地下鉄、バス、車　等を記入のこと。

期　　間 令和7 令和7

月日 種別 明　　　　細

氏　　名 舟橋　よしえ

目　　的 全国フェミニスト議員連盟サマーセミナー2025in香川 に参加

行 き 先 香川県高松市レクザムホール

金　額（円）

630

8 JR 名古屋 → 高松 10,560

バス 石神 → 名鉄バスセンター

（岡山→高松はマリンライナー乗車）

7 ←→

／ ←→

10,050

8 バス 名鉄バスセンター → 石神 630

JR 高松 → 名古屋

8 ←→

／ ←→

←→

←→

←→

／ ←→

実績合計額 35,870

政務活動費充当額 35,870

差　引　額 0

交通費小計 21,870

宿　泊　料 14,000



参考　第６号様式

旅費精算内訳書

年 9 月 30 日 ～ 年 9 月 30 日 （ 泊 1 日 ）

交 通 費 内 訳

注）JRの乗車券及び特急券については行きも帰りも割引を適用しました。

円

円

円

円

円

※　種別は、飛行機、ＪＲ、鉄道、地下鉄、バス、車　等を記入のこと。

期　　間 令和7 令和7

月日 種別 明　　　　細

氏　　名 舟橋　よしえ

目　　的 袋井市の学校給食についての行政視察

行 き 先 静岡県袋井市中部学校給食センター

金　額（円）

1,260

9 JR 名古屋 ←→ 愛野 6,760

バス 石神 ←→ 名鉄バスセンター

30 ←→

／ ←→

←→

←→

←→

／ ←→

←→

←→

←→

／ ←→

実績合計額 8,020

政務活動費充当額 8,020

差　引　額 0

交通費小計 8,020

宿　泊　料



参考　第６号様式

旅費精算内訳書

年 10 月 8 日 ～ 年 10 月 10 日 （ 2 泊 3 日 ）

交 通 費 内 訳

円

円

円

円

円

※　種別は、飛行機、ＪＲ、鉄道、地下鉄、バス、車　等を記入のこと。

期　　間 令和7 令和7

月日 種別 明　　　　細

氏　　名 舟橋　よしえ

目　　的 第８７回全国都市問題会議に参加する

行 き 先 ライトキューブ宇都宮

金　額（円）

12,220

10 ←→

JR 名古屋 → 宇都宮

8 ←→

／ ←→

10,920

10 ←→

JR 宇都宮 → 名古屋

10 ←→

／ ←→

←→

←→

←→

／ ←→

実績合計額 51,140

政務活動費充当額 51,140

差　引　額 0

交通費小計 23,140

宿　泊　料 28,000

注）JRの往復乗車券及び帰りの特急券については割引を適用しました。



参考　第６号様式

旅費精算内訳書

年 10 月 30 日 ～ 年 10 月 30 日 （ 泊 1 日 ）

交 通 費 内 訳

注）JRの往復乗車券及び帰りの特急券については割引を適用しました

円

円

円

円

円

※　種別は、飛行機、ＪＲ、鉄道、地下鉄、バス、車　等を記入のこと。

←→

／ ←→

←→

←→

9,540

7,540

金　額（円）

／

10

武蔵境

名古屋→

→

氏　　名

30

月日 種別

JR

JR

令和7 令和7

←→

←→

名古屋

武蔵境

明　　　　細

目　　的

行 き 先

期　　間

差　引　額

17,080

17,080

17,080

0

←→

←→

←→

／ ←→

交通費小計

宿　泊　料

実績合計額

政務活動費充当額

武蔵野市の学校給食について行政視察

東京都武蔵野市桜堤調理場

舟橋　よしえ



参考　第２号様式（第９条関係）

領収書等を徴し難い事情があった支出の明細書

議員氏名 舟橋　よしえ

注「支出の目的」の欄には、支出の目的（乗車券、講師謝金等）を記載ください。

支出年月日 支出の金額
（円）

支出の目的
 領収書その他の支出を証す
 べき書面を徴し難かった事
 由

630円 乗車券 交通系ICカードマナカ使用のため

630円 乗車券 交通系ICカードマナカ使用のため

630円

R7.8.7

R7.8.8

R7.9.30

R7.9.30

乗車券 交通系ICカードマナカ使用のため

630円 乗車券 交通系ICカードマナカ使用のため
























